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操られながら肉を　　　　　迂回

 

いざ食べるぞとおもってする食事をここ最近した覚えがなく、つまり生きて生きるの中に溶けき

った形態として食事が馴染んでしまって、食べるのは大好きなのにいまいち集中できていない。

最近は所定の温度で長時間かけて肉に火を通す手法を覚えて、それは単にそういう肉を食べたか

ったからなのだけど、そういう長時間の調理がつくりだす「儀式」じみた行為が感覚を研ぎ澄ま

した食事体験に繋がったりしないかなーと考えながら肉を茹でている。

 

なにかがあって、それを感じようとするとき、人のインプットはけっこう外部とか”見せる”た

めの仕掛けに制御されてしまうねという話で、レンタルで映画を見るより映画館のが面白いとか

、とくに興味はなかったけどいざ劇場に行くと予想外に魅入ってしまうとか。

マンガのコマ割りのように、作品と不可分な部分に"見せる"仕掛けが仕組まれていたり。音楽を

曲と詞に分けたときにはどっちがどっちのために仕掛けているんだろうねとか。

 

さて短歌も感じるべきな"なにか"ですね、となったとき、僕はどうもそういう風に魅入ったよう

な引きこまれたような体感を得た覚えが少ない。

それは不思議な話で、短歌は５７５７７のリズムをふかくふかく刻みつけられていて、それは仕

掛け以前に定義に近く、リズムはつまり人のインプットを操る手段なのに。僕はとても短歌にコ

ントロールされている気分になれない。

 

ホチキスに針装填す　青空を青空としか思えぬ朝に（佐藤聖／『薄明を殴る』）

 

濃緋色（クリムゾンレッド）のピアノうぬぼれにソとラの音を朽ち腐らせて

（佐藤聖／『それまで君は』）

 

みんなそういう、自分を制御しようとしてくるモノとしての短歌を感じることってあるんだろう

かと考える。読みやすさとか丁寧な定型とか破調とか子音の通底とか指摘されているのを見るけ

れど、指摘している人って"自分で自分を制御している人"に見えてしまって、心地良いとか必然

的とかあっても魅入ったのかどうかってよくわからない。

僕が短歌でそういう被・制御を感じるとすれば、それは今のところ佐藤聖の短歌を読み漁ること

でしか得られないのだ。

引いた二首は、文の切れと単語の緩急と音の配置がめちゃくちゃ巧みですごく心地良い。全体で

も意味を持たせすぎず、"そういうことね"みたいな納得を排してあることで、脳がへんに働かな

いまま言葉を受け取れる。

心地良さにとらわれて読みきったあとに、意味に凝り固まりきらない単語の"感じ"がついてくる

感覚が共有できたら嬉しいなぁとおもう。

 



量（、それは誰かの願い）コンビニのバウムクーヘン買う手を止めて

（佐藤聖／『ＶＯＣ感覚』）

 

自制している人のふりをして「めちゃくちゃ巧み」をすこし分析するけれど、つまりは文の属性

・言葉の属性・音の属性の配置が巧みということだ。

文や単語には長さに比した意味の軽重がある。「それは誰かの願い」と「コンビニのバウムクー

ヘン」は後者の方が音として長いけれど、背負わされた詩的な役割は前者に荷重が掛かるし、曖

昧で託されたなにかを多く持っている。

読み取るものが多い言葉は読み手を立ち止まらせて、そうでない言葉はすっと通りすぎらせるこ

とができる。音の長さが組み合わされば、通りすぎるときにその一部を飲み込む感覚が変わる。

それはつまり読み手の読み進める速度と咀嚼の速度をコントロールできる可能性で、上手くすれ

ば読み手の感覚を自在に操り歌に引き込む仕掛けになる。音の属性である子音・母音の効果もま

たこれを前提にすることで効果を増す。

 

深呼吸二十三回程度では癒えない缶の凹みのような（佐藤聖／『猫はしる』）

 

これらを複合的に、バランスよく、効果的にあつかうセンスの突出という点で、佐藤聖は他に類

を見ない歌人とおもう。

 

さて。読み手を自律的に引き込む短歌というテーマが、ここに現れている。

佐藤自身はときに自作を「短歌らしくない」と評す（twitter 2016/3/4）けれど、定型の韻律を

踏み越えたところにある韻律の操作は「短歌らしさ」を奪いうるのだろうか。であるとか。

読み手がいる前提である文芸として、読み手を操る仕掛けを突き詰めるというのはすごく誠実に

見えるけれど、それは短歌のなにかを失くしているのだろうか。それとも他の（ここでは扱いき

れなかった独特の、煌めく、楽しげな）モチーフ・文体・仕掛けが「らしさ」のを薄めているだ

けで、この試みは短歌と同居しうる道なのだろうか。

佐藤の表明を鋭くしつづけた先に、短歌はあるんだろうか。

  
見届けたい。短歌でなくたってまったく構わない。操られながら、肉を噛みしめている。

https://twitter.com/SAY0310/status/705741306622906368



